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は
じ
め
に

　
「
相
模
國
元
高
座
郡
津
久
井
領
佐
野
川
岩
村
三
國
山
前
祠
元
地
延
喜
式

内
石
楯
尾
神
社
神
主
軍
多
利
日
向
介
多
基
成
」、
こ
れ
は
本
稿
で
取
り
上

げ
る
軍
多
利
日
向
介
多
基
成（
佐
野
川
村
百
姓
源
兵
衛
忰
熊
次
郎
、以
下
、

軍
多
利
日
向
介
）
が
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
以
下
、『
風
土
記
稿（
１
）』）

に
採
録
さ
れ
た
石
楯
尾
神
社
の
由
緒
・
縁
起
と
自
家
の
系
譜
の
中
で
署
名

し
た
名
乗
り
で
あ
る
。
軍
多
利
日
向
介
は
こ
の
名
乗
り
の
中
に
自
身
が
神

主
を
務
め
る
神
社
が
相
模
国
の
延
喜
式
内
社
十
三
座
の
ひ
と
つ
、
石
楯
尾

延
喜
式
内
石
楯
尾
神
社
神
主
軍
多
利
日
向
介
多
基
成
に
つ
い
て

遠
藤
孝
徳

神
社
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
軍
多
利
日
向
介
の
家
系
は
石
楯
尾
神
社
の
鎮

座
と
祭
祀
に
不
可
分
の
由
緒
を
も
っ
た
家
系
で
あ
る
こ
と
を
語
る
意
図
を

深
く
込
め
て
い
る
。
軍
多
利
日
向
介
は
自
身
の
手
に
よ
る
長
文
の
石
楯
尾

神
社
の
由
緒
・
縁
起
と
自
家
の
系
譜
を
『
風
土
記
稿
』
に
採
録
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
て
、
自
身
は
『
風
土
記
稿
』
の
成
る
直
前
の
天
保
十
二
年
の

十
一
月
に
幕
府
寺
社
奉
行
の
白
洲
に
か
け
ら
れ
、
神
主
の
地
位
を
剥
奪
さ

れ
て
姿
を
消
し
た
。

　

し
か
し
、『
風
土
記
稿
』
に
は
彼
が
提
出
し
た
石
楯
尾
神
社
の
由
緒
・

縁
起
と
彼
の
家
の
系
譜
、
そ
し
て
石
楯
尾
神
社
の
所
在
す
る
佐
野
川
の
各

所
に
ま
つ
わ
る｢
伝
承｣

が
採
録
さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
伝
わ
っ
た
。
そ
し
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て
こ
の
特
異
な
神
主
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
も
な
お
、
佐
野
川
の
郷
土
史

を
ひ
も
と
こ
う
と
す
る
ひ
と
び
と
の
必
ず
参
照
す
る
史
料
と
な
っ
て
い

る
。『
ふ
じ
の
町
史
研
究
誌
』
に
佐
藤
誠
夫
が
寄
稿
し
た｢

神
社
縁
起
に

見
る
佐
野
川（
２
）｣
は
、
佐
野
川
浄
禅
寺
住
職
石
船
の
ま
と
め
た
も
の
、
と
し

な
が
ら
軍
多
利
日
向
介
の
ま
と
め
た
石
楯
尾
神
社
と
日
向
介
の
系
譜
の
異

本
を
紹
介
し
、
城
山
町
史
の
研
究
誌
で
あ
る
『
城
山
風
土
記
』
に
小
川
良

一
が
寄
稿
し
た｢

佐
野
川
・
名
倉
石
楯
尾
神
社
論
争
考（
３
）｣

は
「
風
土
記
稿
」

掲
載
の
軍
多
利
日
向
介
の
由
緒
・
系
譜
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
論
社
の
多
い

石
楯
尾
神
社
の
考
証
を
試
み
て
い
る
。

　

前
述
の
通
り
、
石
楯
尾
神
社
は
論
社
が
複
数
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
も
い
ず

れ
が
延
喜
式
内
社
石
楯
尾
神
社
で
あ
っ
た
か（
４
）、

と
い
う
問
題
が
掲
げ
ら
れ

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
本
稿
で
は
延
喜
式
内
社
の
特
定
を

目
的
と
は
し
な
い
。
本
稿
は
小
川
の
論
文
の
末
尾
に
あ
る
「
軍
荼
（
マ
ヽ
）利

日
向

守
多
基
成
等
に
つ
い
て
は
、
更
に
そ
の
人
物
像
を
追
う
必
要
が
あ
り
、
廟

所
も
末
裔
も
在
地
に
見
当
ら
ず
、
今
後
の
研
究
に
待
つ
こ
と
に
な
る（
５
）」

と

い
う
指
摘
に
応
え
る
よ
う
に
、
軍
多
利
日
向
介
そ
の
人
に
つ
い
て
明
ら
か

に
で
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

１　

軍
多
利
日
向
介
と
石
楯
尾
神
社

　

軍
多
利
日
向
介
そ
の
人
を
追
う
前
に
、
ま
ず
は
舞
台
と
な
っ
た
佐
野
川

の
土
地
を
紹
介
し
、『
風
土
記
稿
』を
は
じ
め
、郷
土
史
に
た
び
た
び
引
用
・

参
照
さ
れ
て
き
た
軍
多
利
日
向
介
の
残
し
た
石
楯
尾
神
社
由
緒
や
軍
多
利

日
向
介
の
系
譜
の
あ
ら
ま
し
を
ま
と
め
る
。

（
一
）
佐
野
川

　

軍
多
利
日
向
介
の
故
郷
佐
野
川
（
以
下
、
佐
野
川
村
）
は
、
現
在
の
神

奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
に
属
し
、
神
奈
川
県
の
北
西
部
に
あ
っ
て
境
を
山

梨
県
上
野
原
市
、
東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
・
八
王
子
市
に
接
す
る
い
わ

ゆ
る
山
村
で
あ
る
。
近
世
の
佐
野
川
村
は
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
近

郷
あ
わ
せ
て
二
七
ヵ
村
を｢

津
久
井
県｣

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域

の
な
か
に
あ
り
、
元
禄
年
間
の
村
高
三
三
八
石
余
、
人
口
九
二
七
人
、
馬

数
八
四
頭
、
寺
五
軒
、
明
治
三
年
の
村
高
三
四
五
石
余
、
人
口
一
，

〇
六
五
人
、
馬
数
九
四
頭
で
あ
る
。
古
く
は
漆
、
柏
皮
、
楮
な
ど
山
村
ら

し
い
産
物
を
貢
納
、
出
荷
し
て
い
た
。
一
方
、
養
蚕
に
つ
い
て
は
開
国
を

通
じ
て
重
要
度
を
強
め
、
佐
野
川
村
の
名
主
佐
藤
才
兵
衛
は
安
政
年
間
に

横
浜
に
出
店
し
て
絹
製
品
を
輸
出
の
ル
ー
ト
に
載
せ
て
い
る（
６
）。
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佐
野
川
村
は
北
方
に
そ
び
え
る
三
国
山
（
三
国
峠
）・
生
藤
山
（
シ
ョ

ウ
ト
ウ
サ
ン
、
キ
フ
ジ
ヤ
マ
、
ハ
イ
フ
ジ
ヤ
マ
）
か
ら
南
に
延
び
る
尾
根

で
東
西
に
地
区
を
分
け
る
。西
側
は
旧
甲
相
国
境
で
あ
り
、現
在
は
山
梨
・

神
奈
川
両
県
の
県
境
に
な
っ
て
い
る
境
川
が
南
流
し
、
東
側
は
沢
井
川
が

南
流
す
る
。
寛
永
年
間
に
は
境
川
に
接
す
る
西
の
地
域
が｢

岩
（
イ
ワ
）

分｣

、
沢
井
川
の
上
流
域
に
あ
た
る
東
側
が｢

和
田
（
ワ
ダ
）
分｣

と
し

て
称
さ
れ
て
い
た（
７
）。
岩
分
に
は
上
流
か
ら
上
岩
、
御
霊
、
下
岩
の
三
集
落

が
あ
り
、
和
田
分
に
は
和
田
、
登
里
（
ト
リ
、
遠
里
）、
鎌
沢
、
橋
詰
、

上
河
原
（
カ
ミ
ガ
ワ
ラ
、
上
川
原
）
の
四
集
落
が
あ
る
。
こ
の
七
集
落
は

そ
の
ま
ま
『
風
土
記
稿
』
の
小
名
に
一
致
す
る
。
二
つ
の
谷
筋
で
構
成
さ

れ
た
佐
野
川
村
を
結
ぶ
の
は
三
国
山
・
生
藤
山
か
ら
南
に
延
び
た
尾
根
の

倉
子
峠
（
ク
ラ
コ
ト
ウ
ゲ
）
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
地
域
の
俳
諧
集
団
に
影

響
の
あ
っ
た
松
尾
芭
蕉
と
そ
の
高
弟
各
務
支
考
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る（
８
）。

こ
の
山
道
は
ま
た
武
州
八
王
子
恩
方
か
ら
佐
野
川
村
和
田
を
経
て
甲

州
上
野
原
に
至
る
甲
州
道
中
の
裏
道
と
し
て
往
来
が
に
ぎ
わ
っ
た
道
で
も

あ
っ
た
。
石
楯
尾
神
社
は
こ
の
峠
を
西
に
下
り
た
岩
分
の
上
岩
に
あ
り
、

軍
多
利
日
向
介
そ
の
人
も
こ
の
上
岩
の
人
で
あ
っ
た
。

（
二
）�

軍
多
利
日
向
介
の
残
し
た
石
楯
尾
神
社
由
緒
・
縁
起
や
軍
多
利
日

向
介
の
系
譜
の
あ
ら
ま
し

あ
ら
ま
し

　

佐
野
川
の
石
楯
尾
神
社
は
、
神
武
天
皇
の
皇
子
神
八
井
耳
命
を
始

祖
と
す
る
多
臣
を
遠
祖
に
も
つ
軍
多
利
日
向
介
の
家
系
が
代
々
祭
祀

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
多
臣
は
日
本
武
尊
の
東
征
に
従
っ
て
佐
野

川
の
地
に
東
国
鎮
護
の
た
め
に
神
武
天
皇
以
来
の
「
天
磐
楯
」
を
斎

き
祭
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
定
住
と
祭
祀
を
始
め
た
。
石
楯
尾
神
社
の

名
も
佐
野
川
の
地
名
も
こ
う
し
た
神
武
天
皇
や
日
本
武
尊
に
ち
な
む

も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
雄
略
天
皇
の
時
に
養
蚕
の
技
術
を
改
良
し

て
献
策
し
た
多
強
彦
が
い
る
。
な
に
よ
り
多
臣
の
出
で
あ
る
石
村
石

楯
は
恵
美
押
勝
を
斬
っ
た
軍
功
が
あ
り
、
そ
の
妻
藤
木
姫
と
と
も
に

石
楯
尾
神
社
に
合
せ
祭
る
も
の
で
あ
る
。大
同
年
間
平
城
天
皇
よ
り
、

応
和
年
間
村
上
天
皇
よ
り
勅
祭
を
受
け
て
社
殿
を
充
実
さ
せ
、
源
頼

朝
、
新
田
義
貞
か
ら
も
寄
進
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
天
文
七
年
に
神
主
で
あ
っ
た
軍
多
利
麻
子
太
夫
多
季
續

が
関
東
管
領
上
杉
氏
に
与
力
し
て
討
死
し
た
た
め
後
北
条
氏
の
攻
撃

を
受
け
、
そ
の
子
岩
村
日
向
守
多
吉
續
ら
も
甲
州
武
田
氏
に
従
っ
て

移
住
し
た
た
め
神
社
は
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
武
田
氏
が
滅
び
、
圧

迫
し
て
き
た
後
北
条
氏
も
滅
ぶ
頃
か
ら
よ
う
や
く
子
孫
が
佐
野
川
で
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再
興
に
取
り
組
み
現
在
に
至
っ
た
。
軍
多
利
日
向
介
は
以
上
の
長
い

歴
史
と
戦
国
時
代
の
苦
難
の
果
て
に
石
楯
尾
神
社
を
再
興
し
た
家
系

の
子
孫
と
し
て
神
主
を
務
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
あ
ら
ま
し
で
、
こ
の
ほ
か
『
風
土
記
稿
』
に
は
後
北
条
氏
滅
亡

後
関
東
に
入
部
し
た
徳
川
家
康
が
三
國
山
に
の
ぼ
り
、
石
楯
尾
神
社
に
参

拝
し
た
た
め
残
っ
た
と
い
う
「
童
謡
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
野

川
地
域
の
旧
家
に
残
さ
れ
た
異
本
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
源
頼
信
が
平
忠
常

を
討
っ
た
際
の
剣
を
奉
納
し
た（
９
）、

な
ど
、『
風
土
記
稿
』
に
採
録
さ
れ
た

由
緒
・
縁
起
に
は
み
ら
れ
な
い
記
事
が
あ
る
。
異
本
が
複
数
形
成
さ
れ
た

背
景
に
は
由
緒
・
縁
起
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
軍
多
利
日
向
介
が
た
び

た
び
推
敲
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

２　

軍
多
利
日
向
介
そ
の
人
を
追
っ
て

　

以
上
、『
風
土
記
稿
』
を
は
じ
め
と
し
て
興
味
深
い
由
緒
・
縁
起
、
系

譜
を
書
き
残
し
た
軍
多
利
日
向
介
で
あ
る
が
、
彼
自
身
は
佐
野
川
の
地
に

家
を
伝
え
ず
、
小
川
の
指
摘
す
る
よ
う
に
そ
の
後
の
行
方
が
つ
か
め
な
い

人
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
目
立
っ
た
叙
述
を
す
る
能
力
を

持
っ
た
人
が
ほ
か
に
何
も
痕
跡
を
残
さ
な
い
は
ず
も
な
く
、
神
奈
川
県
の

県
西
域
で
地
方
史
研
究
を
続
け
る
中
で
出
会
っ
た
史
料
に
日
向
介
の
活
動

の
跡
を
記
す
も
の
を
見
い
だ
し
た
の
で
以
下
に
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
わ

か
っ
た
軍
多
利
日
向
介
の
姿
を
述
べ
た
い
。（【
表
１
】
参
照
）

（
一
）
軍
多
利
日
向
介
の
史
料

　

軍
多
利
日
向
介
の
活
動
の
跡
を
追
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
史
料
は
大
別

し
て
以
下
の
三
種
に
な
る
。

①
石
楯
尾
神
社
と
石
楯
尾
神
社
神
主
軍
多
利
日
向
介
の
由
緒
・
縁
起
、
系
譜

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』、『
改
訂
新
編
相
州
古
文
書（

（1
（

』（
以
下
、『
相

州
古
文
書
』）、
お
よ
び
前
掲
、
佐
藤
誠
夫
が
浄
禅
寺
住
職
石
船
が
ま

と
め
た
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
『
ふ
じ
の
町
史
研
究
誌
』
第
１
号
所

載
の
も
の
（『
風
土
記
稿
』・『
相
州
古
文
書
』
所
載
の
も
の
の
異
本
）

②
白
川
伯
家
門
人
と
し
て
の
軍
多
利
日
向
介

・『
白
川
家
門
人
帳（

（1
（

』

・�

地
方
史
資
料
編
に
収
録
さ
れ
た
軍
多
利
日
向
介
が
白
川
伯
家
門
人

と
し
て
発
行
し
た
許
状
類

　
　

�『
寒
川
町
史
』・『
茅
ヶ
崎
市
史
』・『
平
塚
市
史
』・『
二
宮
町
史
』・

『
厚
木
市
史
』（【
表
２
】
参
照
）

・�

五
所
八
幡
宮
所
蔵
文
書　

神
奈
川
県
中
井
町
遠
藤
、
五
所
八
幡
宮

所
蔵（

（1
（
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表１　軍多利日向介関係史料年表
凡例）　『吉村』：神奈川県立公文書館『吉村毅家文書』

1819 文政２ 乙卯 この年、日向介、百姓源兵衛の帳外となる
『吉村』№140

1827 文政10 丁亥 この年、日向介（百姓勇助弟）、白川殿配下神職とし
て生計を立てる旨、代官所へ届出される。

『吉村』№130
８月５日 日向介、白川伯王家に入門。

｢江川太郎左衛門御代官所津久井縣佐野川村　岩権頭｣
『白川家門人帳』p.176

1828 文政11 戊子 ４月８日 岩権頭、親類勝右衛門、名主才兵衛連印で武蔵国多
摩郡檜原村川乗四組に宛てて狭野皇宮の境内地とし
て百坪ほどの寄附を求める。
※�文書は文政11年を ｢己（支欠ケ）｣ としている（己

丑は文政12年）。
『檜原・ふるさとの覚書』pp.78-79

1835 天保６ 乙未 ｢石楯尾神社神主軍多利日向介基成｣ の初出
｢本官所白川神祇伯王殿御流儀・・・｣

＊�断簡、仮題『古勅願所三國山前祠元地延喜式内石
楯尾神社由緒』

佐野川邊見和志家文書
４月 日向介、白川伯王家に風折浄衣から立烏帽子布齋服

を願出、村方と相談の上、無神主の佐野川村鎮守石
楯尾神社神主を引き受けたこと、岩権頭から軍多利
日向に改名したことを江戸役所経由で届け出る。

『白川家門人帳』p.176
1836 天保７ 丙申 『新編相摸国風土記』の編纂官、日向介の先祖の石碑

と由緒の確認の必要性を指摘する。
『藤野町史』通史編

1838 天保９ 戊戌 ３月 軍多利日向介の兄勇助（重蔵）の穀物取引の代金を
めぐる争論の相手（寺方村平太）から日向介に宛てて、
逮捕された勇助が吟味中に病死したことについて詫
状が出される。

10月 日向介、相模国中村五所八幡宮の由緒について別当
安壽寺相原玄蕃に宛て｢仮書｣と題して証明文を残す。

足柄上郡中井町遠藤　五所八幡神社社蔵文書
11月 日向介、川勾神社神主の二見神太郎を御触頭として

推挙する。その時、署名に ｢石楯尾神社神主　軍多
利日向介　㊞｣ とある。

『二宮町史』別編 寺社･金石文 №131 p.241
1840 天保11 庚子 10月19日 日向介（白川伯家）がとりもった願書につき、先に

吉田家へ提出した願書と重複を理由に引き戻す希望
が虫久保忠次郎より二見神太郎宛てに提出される。

『川勾神社日記（二）』p.181
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1841 天保12 辛丑 ８月 旗本小林十郎左衛門が知行所真田村牛頭天王社の神
主陶山豊後に関わる争論について、経緯に1839天保
９年乙亥白川神祇道触頭軍多利日向介が関与してい
ることに触れる。

『平塚市史』４資料編近世３№146
11月25､  
26日

日向介、｢神太夫｣ で『川勾神社日記』に登場。虫久
保村天神社人二宮弥五兵衛とともに寺社奉行戸田日
向守の白洲で ｢上下剥取られ、元々之の百姓ニ被致、
御白洲ニて済口被申渡・・・｣

『川勾神社日記（二）』pp.192-193
11月27日 日向介、虫久保村二宮弥五兵衛とともに寺社奉行の

処分の内容を認め、｢石楯尾神社軍多利神太夫｣ 名で
江川太郎左衛門代官所に始末書を提出する。連署し
た者の中に、『川勾神社日記』にも登場する皆木喜三
郎（二見神太郎の代理）の名も見える。

『吉村』№140
1847 弘化４ ４月18日 日向介、曽我谷津村に居住した記事の初出。

｢（二見神太郎）曽我谷津小沢明神神主熊勝処江行普
請中ニ付、隠宅軍多利事岩村源馬・・・｣

『川勾神社日記（二）』p.225
11月10日 日向介、孝明天皇践祚にともなう伯王家の息女の儀

礼参加につき、白川家役所からの通達の宛て所に触
頭二見神太郎とともに ｢取締岩村弦馬｣ の名で記さ
れる。

『川勾神社日記（二）』pp.237-238
1853 嘉永６ ８月28日 日向介、曽我谷津村を拠点に ｢岩村源馬｣ 名で活動

をしていたが、免許などをめぐって金銭の取り立て
方が ｢風聞悪敷候｣ と二見神太郎が記す。

『川勾神社日記（二）』p.269

1864 元治１ 10月23日 日向介、｢岩村玄馬｣ ｢岩村玄場
（ママ）

｣ 名で白川伯王家門
人に仲介した件に付、村上出雲守宛てに出した書面
と仲介した門人58件が『白川家門人帳』甲巻相模の
部の末尾に記録される。＊八角の黒印付
また、同書面に ｢此外神家絶廃之社四社｣ として 
｢同州津久井縣佐野川村石楯尾神社神主軍多利日向

介跡｣ とある。
『白川家門人帳』p.189-190

1865 元治２ ３月15日 川勾神社の二見神太郎のもとに相州の白川伯家門下
が集合し、岩村源馬の振る舞いについて取り扱いの
困難を申し立て、集合門下の退役を白川伯家江戸役
所に訴える。
　　　　　　 ＊�『川勾神社日記』日向介記事の下限 

『川勾神社日記（二）』pp.342-343
明治６ 七沢村八幡神社旧神官中村民司（京次郎）、岩村源馬

に神典を学んだ旨を記す。
『厚木市史』近世資料編（１）社寺№299
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表２　軍多利日向介（岩村触頭、岩村源馬・岩村弦馬）の名のある許状等
（主に地方史史料集に採録されたもの）

1839 天保10 ８月 『身浄目式附族
（マヽ）

状』
白川伯王殿　岩村触頭→陶山彦右衛門

『平塚市史』４資料編近世３　№143　p.398　1984 平塚市真田
９月 徳延村惣鎮守雷電社旧記回答

産子総代・組頭・名主・別当→神祇官様　軍多利日向
介

『平塚市史』４資料編近世３　№179　pp.446-447　1984 平塚市徳延
『身浄目式附族状』
白川神祇伯王殿岩村触頭㊞→三箸儀左衛門

『厚木市史』近世資料編（１）社寺　№183　p.340　1986 厚木市七沢
10月 神拝浄目式授与に対する礼状

神主三箸儀左衛門→神祇官様　御触頭　軍多利日向介
『厚木市史』近世資料編（１）社寺　№183　p.340　1986 厚木市七沢

1840 天保11 正月 岩村触頭の『印鑑』
白川神祇伯王殿岩村触頭㊞→温水村奥田安房

『厚木市史』近世資料編（１）社寺　№183　p.340　1986 厚木市温水
４月 寒川神社浜降祭御旅所より礼状

茅ヶ崎村字南湖名主・親類、御旅所神主鈴木孫七
→神祇官様　御触頭　軍多利日向介

『茅ヶ崎市史』１資料編古代・中世・近世（上）
№170　p.611　1977

『寒川町史』９別編神社　№205　p.525　1994 茅ヶ崎市南湖
10月 神拝浄目式授与に対する礼状

柏木清六連印→神祇官様御触頭　軍多利日向介 二宮町
『二宮町史』別編寺社・金石文　№133　p.244　1994 川勾神社

1847 弘化４ ３月 奥田安房→白川様御役所
名主・百姓代・神主・推挙人岩村弦馬連印で白川役
所に神主許状の交付を願い出たもの

『厚木市史』近世資料編（１）社寺　№85　p.162　1986 厚木市温水
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軍
多
利
日
向
介
が「
神
祇
伯
王
殿
官
門
学
士
石
楯
尾
神
社
神
主
」

を
名
乗
っ
て
八
角
の
刻
印
を
押
し
て
「
上
仲
村
神
社
（
五
所
八

幡
宮
）」
が
源
頼
朝
が
祈
願
を
寄
せ
た
六
十
一
社
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
を
請
け
負
っ
た
も
の
。

・『
川
勾
神
社
日
記（

（1
（

』

　
　

�『
白
川
家
門
人
帳
』
は
軍
多
利
日
向
介
が
「
軍
多
利
日
向
介
」

を
名
乗
る
以
前
、
入

門
時
に
名
乗
っ
た

「
岩
権
頭
」
の
名
乗

り
、「
軍
多
利
日
向

介
」
を
名
乗
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
、
そ

し
て
変
名
後
の
「
岩

村
源
馬（
岩
村
玄
馬
、

岩
村
弦
馬
）」
の
名

乗
り
や
軍
多
利
日
向

介
が
推
挙
し
た
門
人

の
一
覧
な
ど
が
わ
か

る
。
ま
た
、『
川
勾

神
社
日
記
』
は
軍
多

利
日
向
介
と
同
時
期
を
日
向
介
と
も
に
白
川
伯
家
門
人
と
し
て

活
動
し
た
二
見
神
太
郎
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
太
郎
の
記
述

を
通
し
て
軍
多
利
日
向
介
が
急
速
に
白
川
伯
家
の
門
人
を
拡
大

し
、
神
太
郎
の
も
と
に
も
親
し
く
通
い
な
が
ら
、
次
第
に
神
太

郎
を
は
じ
め
と
す
る
同
じ
相
模
国
の
主
立
っ
た
門
人
た
ち
か
ら

批
判
さ
れ
、
排
斥
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
軍
多
利
日
向
介
が
軍
多
利
神
太
夫
・
祇
太
夫
、

岩
村
源
馬
な
ど
と
た
び
た
び
改
名
し
て
い
た
時
期
も
こ
こ
か
ら

わ
か
る
。

③�

佐
野
川
と
そ
の
周
辺
地
域
に
残
さ
れ
た
古
文
書
史
料

・�

佐
野
川
を
含
ん
だ
旧
藤
野
町
、
佐
野
川
に
隣
接
し
た
旧
城
山
町
の

町
史
所
収

　
　
『
藤
野
町
史
』・『
城
山
町
史
』

・『
吉
村
毅
家
文
書
』
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
寄
託（

（1
（

・『
邊
見
和
志
家
文
書（

（1
（

』

　
　

�

吉
村
家
、邊
見
家
と
も
に
佐
野
川
の
旧
家
。『
邊
見
和
志
家
文
書
』

は
佐
野
川
で
軍
多
利
日
向
介
の
足
跡
を
訪
ね
る
中
で
発
見
し
た

も
の
。
所
蔵
者
の
邊
見
和
志
氏
の
御
厚
意
で
寄
贈
を
受
け
た
。

こ
の
中
に
切
り
分
け
ら
れ
、
断
簡
化
し
た
軍
多
利
日
向
介
自
筆

と
思
わ
れ
る
異
本
が
十
片
含
ま
れ
て
い
る
。『
吉
村
毅
家
文
書
』

五所八幡宮文書
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邊見和志家文書
断簡１　軍多利日向助多基成署名部分

邊見和志家文書
断簡２　童謡部分

○
御
馬
尓
も
の
ら
須
御
駕
籠
尓
も
め
さ
須
夜
な
可
能
こ
ろ
に

御
山
え
登
川
多
殿
様
ハ
阿
里
や
ァ
ど
こ
の
殿
様
多
於
ゝ
そ
れ

恐
連
な
く
子
も
た
ま
れ
三
河
の
國
乃
殿
様
多
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に
も
『
風
土
記
稿
』
所
載
の
も
の
の
異
本
に
な
る
「
古
敕
願
所

三
國
山
前
祠
元
地
石
楯
尾
神
社
緑
（
マ
ヽ
）起

」、「
三
国
山
石
楯
尾
神
社

由
緒
写
」
が
あ
る
。
ま
た
、
軍
多
利
日
向
介
が
天
保
十
二
年
に

寺
社
奉
行
戸
田
日
向
守
の
白
洲
に
か
け
ら
れ
る
際
の
村
方
か
ら

提
出
さ
れ
た
書
類
の
草
稿
や
写
し
が
多
数
含
ま
れ
る
。

（
二
）
史
料
か
ら
見
え
る
軍
多
利
日
向
介
の
活
動
と
そ
の
後

　

以
上
の
史
料
か
ら
わ
か
っ
た
軍
多
利
日
向
介
の
姿
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
軍
多
利
日
向
介
は
佐
野
川
村
の
百
姓
源
兵
衛
の
子
で
、
初
名
を
熊
次

郎
と
い
っ
た
。
兄
の
勇
助
は
江
戸
に
出
て
穀
物
の
商
い
に
関
わ
り
、
商
売

の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
か
牢
死
し
て
い
る（

（1
（

。
天
保
九
年
、
相
手
方
か
ら
弟
で
神

主
に
な
っ
て
い
た
軍
多
利
日
向
介
に
宛
て
て
詫
状
が
出
て
い
る
。
軍
多
利

日
向
介
は
そ
う
し
た
家
庭
の
中
の
人
で
あ
っ
た
。
天
保
十
二
年
十
一
月
に

日
向
介
自
身
が
白
洲
に
す
え
ら
れ
、
神
主
身
分
を
剥
奪
さ
れ
て
も
と
の
百

姓
身
分
に
戻
さ
れ
た
。「
軍
多
利
日
向
介
」
の
人
生
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た

は
ず
で
あ
っ
た
。

　
『
吉
村
毅
家
文
書
』
に
み
る
訴
訟
関
係
の
文
書
で
は
軍
多
利
日
向
介
こ

と
熊
次
郎
は
よ
い
書
か
れ
方
を
し
て
い
な
い
。
百
姓
の
子
で
あ
り
な
が
ら

農
事
に
む
か
ず
、｢

病
身｣

で
生
活
態
度
が
悪
く
親
類
や
村
人
か
ら
意
見

さ
れ
て
も
改
め
な
か
っ
た
た
め
、
親
源
兵
衛
も
見
放
し
て
文
政
二
年
に
役

所
に
届
け
出
て｢

帳
外｣

と
さ
れ
た
。
以
降
、
江
戸
府
内
に
出
て
武
家
奉

公
、
神
職
・
陰
陽
師
な
ど
を
し
な
が
ら
く
ら
し
、
妻
子
を
と
も
な
っ
て
文

政
九
年
に
村
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
佐
野
川
で
神

主
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
複
雑
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
の
白
洲

に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
せ
い
か
、
一
方
で
軍
多
利
日
向
介
を
村
の
神
主
に

迎
え
入
れ
な
が
ら
、
一
方
で
そ
も
そ
も
石
楯
尾
神
社
の
名
乗
り
そ
の
も
の

が
軍
多
利
日
向
介
が
村
に
断
り
も
な
く
勝
手
に
名
乗
り
だ
し
た
も
の
の
よ

う
に
あ
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。

　

ま
ず
、
軍
多
利
日
向
介
は
百
姓
熊
次
郎
か
ら
文
政
十
年
、
白
川
伯
家
に

入
門
し（

（1
（

、
岩
権
頭
（
村
方
で
は
蚕
山
権
頭
）
を
名
乗
り
、
佐
野
川
の
蚕
山

神
社
の
神
主
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
文
政
十
一
年
、
岩
権
頭
、
親
類
勝
右

衛
門
、
名
主
才
兵
衛
連
印
で
隣
村
武
蔵
国
多
摩
郡
檜
原
村
川
乗
四
組
に
働

き
か
け
て
三
国
山
山
頂
の
内
檜
原
村
側
の
土
地
を
譲
り
受
け
て
「
狭
野
皇

宮
」
の
社
地
と
し
た（

（1
（

。
そ
し
て
『
邊
見
和
志
家
文
書
』
の
断
簡
の
署
名
に

よ
れ
ば
天
保
六
年
三
月
に
「
本
官
所
白
川
神
祇
伯
王
殿
御
流
儀
相
模
國
元

高
座
郡
津
久
井
領
佐
野
川
岩
村
古
勅
願
所
三
國
山
前
祠
元
地
延
喜
式
内
石

楯
尾
神
社
神
主
軍
多
利
日
向
介
多
基
成
」
と
署
名
し
た
由
緒
・
縁
起
を
作

成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
白
川
家
門
人
帳
』
に
「
軍
多
利
日
向
介
」
に
改

名
し
た
旨
を
記
録
さ
れ
た
四
月
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。『
白
川
家
門
人
帳
』
に
は
無
神
主
で
あ
っ
た
石
楯
尾
神
社
を
村
方
と
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相
談
の
上
引
き
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
吉
村
毅
家
文
書
』
で

は
軍
多
利
日
向
介
が
村
方
が
承
知
し
な
い
ま
ま
に
勝
手
に
「
軍
多
利
日
向

介
」
も
「
石
楯
尾
神
社
」
も
名
乗
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

白
川
家
で
は
追
認
の
形
で
も
免
許
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
現
地
の
確
認
を

し
な
い
ま
ま
で
も
申
請
者
の
申
請
ど
お
り
に
免
許
を
与
え
て
い
た
の
か
。

今
回
は
そ
こ
ま
で
は
追
跡
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
が
後
の
軍
多
利
日

向
介
を
め
ぐ
る
騒
動
に
も
関
わ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
保
六
年
に
石
楯
尾
神
社
神
主
軍
多
利
日
向
介
は
ま

が
り
な
り
に
も
活
動
を
始
め
た
。
地
方
史
の
資
料
編
に
採
録
さ
れ
た
軍
多

利
日
向
介
の
許
状
類
を
整
理
し
た
表
（【
表
２
】）
を
見
て
み
る
と
、
天
保

十
年
八
月
、
現
在
の
平
塚
市
真
田
の
陶
山
彦
右
衛
門
宛
、
同
年
九
月
の
厚

木
市
七
沢
の
三
箸
儀
左
衛
門
宛
の
文
書
に
は
「
岩
村
触
頭
」
と
な
っ
て
い

て
、
一
方
で
同
年
九
月
の
平
塚
市
徳
延
の
雷
電
社
関
係
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
文
書
に
は｢

神
祇
官
様　

軍
多
利
日
向
介｣

、｢

神
祇
官
様　

御
触
頭　

軍
多
利
日
向
介｣

と
あ
る
。
翌
天
保
十
一
年
正
月
の
厚
木
市
温
水
の
奥
田

安
房
宛
、
同
年
四
月
の
茅
ヶ
崎
市
南
湖
の
鈴
木
孫
七
か
ら
軍
多
利
日
向
介

宛
、
同
年
十
月
の
二
宮
町
川
勾
神
社
の
柏
木
清
六
ら
か
ら
の
軍
多
利
日
向

介
宛
の
文
書
を
見
る
と
、
こ
の
こ
ろ
白
川
伯
家
側
（
あ
る
い
は
軍
多
利
日

向
介
と
い
う
べ
き
か
）
か
ら
下
級
の
者
に
宛
て
る
文
書
に
は｢

岩
村｣

を

名
乗
り
、
下
級
の
者
か
ら
白
川
伯
家
側
（
そ
の
仲
介
者
・
推
挙
者
た
る
軍

多
利
日
向
介
）
に
宛
て
る
場
合
は
「
御
触
頭　

軍
多
利
日
向
介
」
と
な
っ

て
い
た
の
か
。
呼
名
が
一
定
で
な
い
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
軍
多
利
日

向
介
の
名
は
不
安
定
な
扱
い
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
軍
多
利
日
向
介
は
こ

の
よ
う
に
相
模
国
各
地
に
白
川
伯
家
門
人
を
拡
大
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

軍
多
利
日
向
介
の
実
力
は
現
在
の
二
宮
町
山
西
に
鎮
座
す
る
川
勾
神
社

の
累
代
の
神
主
二
見
神
太
郎
の
「
触
頭
」
任
命
の
推
挙
人
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
当
時
白
川
伯
家
で
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
こ
の

と
き
は
は
っ
き
り
と
「
軍
多
利
日
向
介
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。「
川
勾
神

社
日
記
」に
も
天
保
十
一
年
三
月
か
ら
し
だ
い
に「
軍
多
利
日
向
介
」・「
軍

多
利
」・「
日
向
介
」
の
名
で
登
場
し
、
川
勾
神
社
に
宿
泊
し
た
り
、
立
ち

寄
っ
た
り
、
書
状
の
や
り
と
り
を
し
た
り
し
て
い
る（

（2
（

。

　

し
か
し
、
軍
多
利
日
向
介
の
積
極
的
な
門
人
勧
誘
活
動
は
強
引
な
手
法

も
と
も
な
っ
た
ら
し
く
、
白
川
伯
家
以
前
に
大
き
な
教
線
を
形
成
し
て
い

た
吉
田
家
の
領
分
に
踏
み
込
ん
だ
こ
と
で
寺
社
奉
行
の
白
洲
に
す
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。
天
保
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
、
寺
社
奉
行
戸
田
日

向
守
の
白
洲
で
軍
多
利
日
向
介
は
「
上
下
剥
取
ら
れ
、
元
々
之
百
姓
ニ
被

致
」
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、『
川
勾
神
社
日
記
』
に
よ
れ
ば
軍
多
利
日
向

介
か
ら
軍
多
利
神
太
夫
、
軍
多
利
祇
太
夫
な
ど
と
改
名
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る（

（2
（

。



國學院雑誌　第 126 巻第 11 号（2025年） ─ 152 ─
　

天
保
十
二
年
、
神
主
身
分
を
剥
奪
さ
れ
た
は
ず
の
軍
多
利
日
向
介
は
も

と
の
百
姓
源
兵
衛
忰
熊
次
郎
に
戻
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
川

勾
神
社
日
記
』
や
『
白
川
家
門
人
帳
』
を
み
る
と
、「
石
楯
尾
神
社
神
主
」

や
「
軍
多
利
日
向
介
」
こ
そ
名
乗
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
岩
村
源
馬（

（2
（

と
名

を
変
え
て
あ
い
か
わ
ら
ず
白
川
伯
家
の
門
人
、
そ
し
て
推
挙
人
と
し
て
活

動
を
続
け
、元
治
元
年
ま
で
そ
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

し
か
も
二
見
神
太
郎
ら
同
門
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
彼
が
元
治
元
年
に
白

川
伯
家
に
提
出
し
た
五
二
件
の
推
挙
門
人
の
数
が
門
人
募
集
の
活
動
が
衰

え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
軍
多
利
日
向
介
改
め
岩

村
源
馬
の
活
動
も
、遂
に
終
わ
る
と
き
が
来
た
よ
う
だ
。『
川
勾
神
社
日
記
』

に
よ
れ
ば
元
治
二
年
三
月
、
触
頭
を
勤
め
る
二
見
神
太
郎
は
じ
め
相
模
国

の
主
立
っ
た
白
川
伯
家
門
人
の
神
主
が
連
名
で
か
つ
て
軍
多
利
日
向
介

だ
っ
た
岩
村
源
馬
の
排
除
を
白
川
伯
家
に
せ
ま
り
、
聞
き
入
れ
な
け
れ
ば

連
名
し
た
者
全
員
で
退
役
す
る
と
主
張
す
る
に
至
っ
た（

（2
（

。『
白
川
家
門
人

帳
』
も
元
治
元
年
の
記
事
で
岩
村
源
馬
の
記
事
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
文

政
十
亥
年
八
月
五
日
の
軍
多
利
日
向
介
の
初
入
門
の
欄
が
線
で
抹
消
さ
れ

「
破
門
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
破
門
」
は
天
保
十
二
年
の
と
き
の
も

の
な
の
か
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
推
挙
活
動
が
は
っ
き
り
と
あ
っ
た
以

上（
（2
（

、
こ
の
「
破
門
」
は
元
治
二
年
の
訴
え
に
よ
る
も
の
と
み
る
べ
き
だ
ろ

う
。

お
わ
り
に

　

論
社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
由
緒
を
語
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
佐
野
川
の
石

楯
尾
神
社
に
延
喜
式
内
社
の
社
格
を
与
え
か
け
た
軍
多
利
日
向
介
は
天
保

十
二
年
の
白
洲
で
そ
の
企
図
を
挫
折
し
て
し
ま
っ
た（

（2
（

。
し
か
し
旺
盛
な
彼

の
上
昇
意
欲
は
そ
の
後
岩
村
源
馬
と
変
名
し
て
か
ら
も
勧
誘
を
受
け
た
者

か
ら
触
頭
に
訴
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
白
川
家
門
人
獲
得
活
動
の
展
開
に
つ
な

が
っ
て
い
た（

（2
（

。
そ
れ
が
同
門
の
触
頭
や
神
主
た
ち
か
ら
排
斥
さ
れ
る
流
れ

に
発
展
し
た
の
だ
が
、彼
が
残
し
た
石
楯
尾
神
社
の
由
緒
・
縁
起
や
系
譜
、

佐
野
川
の
軍
多
利
社
（
軍
荼
利
夜
叉
明
王
）
や
三
國
山
の
奥
宮
（
狭
野
皇

宮
）、
生
藤
山
、
神
行
麻
留
（
カ
ヤ
マ
ル
）、
甘
草
水
な
ど
の
い
わ
れ
が
残
っ

た
。『
吉
村
毅
家
文
書
』
の
一
編
を
参
照
す
る
な
ら
、
な
か
っ
た
は
ず
の

石
楯
尾
神
社（

（3
（

は
そ
の
後
も
明
治
維
新
を
経
て
村
社
石
楯
尾
神
社
と
な
り
、

現
在
も
佐
野
川
地
区
の
村
の
鎮
守
と
し
て
祭
り
守
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

神
奈
川
県
下
で
は
有
名
な
寒
川
神
社
の
祭
礼
に
不
可
欠
な
茅
ヶ
崎
市
南
湖

に
お
け
る
「
御
浜
降
祭
」
も
、
由
緒
に
関
す
る
文
書
に
軍
多
利
日
向
介
の

名
が
残
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

ど
こ
ま
で
が
彼
の
作
文
か
、
そ
れ
は
本
稿
の
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、『
風
土
記
稿
』
の
編
纂
者
も
本
文
中
に
採
用
し
た
由
緒
・
縁
起
、
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系
譜
、
い
わ
れ
を
紹
介
す
る
た
び
に
「
あ
や
し
い
け
れ
ど
も
、
ほ
か
に
こ

こ
ま
で
詳
し
い
も
の
が
な
い
か
ら
載
せ
る
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
掲
載
の

し
か
た
を
し
て
い
る
。
前
掲
の
小
川
も
そ
う
し
た
疑
わ
し
さ
に
ふ
れ
て
い

る
し
、『
藤
野
町
史
』
も
『
風
土
記
稿
』
の
地
誌
探
索
担
当
で
あ
っ
た
塩

野
所
左
衛
門
適
斎
・
八
木
甚
右
衛
門
忠
譲
の
文
書
を
ひ
い
て
、
彼
ら
が
日

向
介
の
言
説
に
つ
い
て
再
調
査
に
踏
み
込
ん
で
い
る
姿
を
紹
介
し
て
い

る（
（3
（

。
か
く
ま
で
怪
し
い
由
緒
・
縁
起
、
系
譜
、
い
わ
れ
で
あ
る
が
、
も
し

作
文
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、『
記
紀
』
か
ら
六
国
史
、『
吾
妻
鏡
』
か
ら
『
太

平
記
』
な
ど
に
わ
た
る
古
典
か
ら
情
報
を
集
め
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し

て
そ
れ
ま
で
に
佐
野
川
と
そ
の
近
隣
に
散
在
し
、
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
軍
荼
利
明
王
な
ど
の
修
験
の
痕
跡
や
護
良
親
王
と
雛
鶴
姫
な
ど
の
落
人

伝
説
な
ど
を
ふ
ま
え
、
あ
る
い
は
幕
府
に
う
っ
た
え
か
け
る
力
を
秘
め
た

徳
川
家
康
伝
説
を
創
出
す
る
な
ど
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
並
外
れ

た
（
荒
唐
無
稽
な
）
縁
起
の
構
想
力
に
驚
か
さ
れ
る
。
し
か
も
浄
禅
寺
住

持
石
船
の
碑
文
や
浄
禅
寺
の
石
村
石
楯
位
牌
、
足
利
義
満
位
牌（

（3
（

な
ど
の
援

用
、
七
奇
石
の
配
置（

（3
（

、
そ
し
て
縁
起
や
棟
札
写
し
に
見
ら
れ
る｢

古
記
録

は
確
か
に
あ
っ
た
が
原
本
を
失
い
、
幸
い
写
し
を
取
っ
て
い
る
か
ら（

（3
（

｣

と

い
う
断
り
書
き
の
挿
入
な
ど
、
よ
く
準
備
さ
れ
た
し
か
け
に
も
驚
か
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
力
は
ど
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
育
ま
れ
た
の
か
。
あ
る
い

は
白
川
伯
家
に
軍
多
利
日
向
介
の
よ
う
な
表
現
力
を
育
て
る
養
成
課
程
が

あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

以
上
、
由
緒
・
縁
起
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
に
現
在
に
至
る
ま
で
影
響
を

残
し
た
軍
多
利
日
向
介
で
あ
る
が
、
岩
村
源
馬
と
変
名
し
た
彼
は
故
郷
の

佐
野
川
を
離
れ
、
同
門
の
二
見
神
太
郎
と
連
絡
し
な
が
ら
現
在
の
小
田
原

市
曽
我
谷
津
に
住
ん
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
『
川
勾
神
社
日
記
』
か
ら

わ
か
る（

（3
（

。
し
か
も
弘
化
四
年
の
記
事
に
依
れ
ば
、
軍
多
利
日
向
介
改
め
岩

村
源
馬
は
曽
我
谷
津
小
沢
明
神
社
神
主
熊
勝
の
も
と
に
隠
宅
を
構
え
て
く

ら
し
て
い
た
。二
見
神
太
郎
は
熊
勝
か
ら
昼
食
の
提
供
を
受
け
て
か
ら「
出

府
」
し
て
留
守
の
源
馬
に
あ
て
た
用
向
き
を
言
付
け
て
い
る
。「
熊
勝
」

と
は
軍
多
利
日
向
介
が
『
風
土
記
稿
』
に
掲
載
さ
れ
た
系
譜
の
末
尾
に
、

古
風
な
名
を
つ
け
て
四
人
の
子
を
あ
げ
た
、
そ
の
次
男
の
名
で
は
な
か
っ

た
か
。『
白
川
家
門
人
帳
』
に
は
熊
勝
の
名
を
見
な
い
が
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
「
岩
村
都
麿
」、「
軍
多
利
淡
路（

（3
（

」
な
ど
、
軍
多
利
日
向
介
（
岩
村
源
馬
）

に
関
係
が
あ
り
そ
う
な
神
職
名
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
追
跡
は
本
稿
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
史
料
を

求
め
て
み
た
い
。
今
回
、
軍
多
利
日
向
介
を
探
索
す
る
に
あ
た
り
、
日
向

介
の
故
郷
佐
野
川
の
旧
家
邊
見
和
志
氏
の
も
と
か
ら
史
料
の
提
供
を
受
け

た
。
和
志
氏
の
厳
父
、
故
・
邊
見
亢
氏
は
熱
心
に
郷
土
史
に
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
ノ
ー
ト
と
思
わ
れ
る
資
料
も
ふ
く
め
て
今
後
の
研
究
の
た
め
に
と
寄

贈
を
い
た
だ
い
た
。
鉛
筆
書
き
の
ノ
ー
ト
の
中
に
次
の
メ
モ
が
あ
っ
た
。



國學院雑誌　第 126 巻第 11 号（2025年） ─ 154 ─

旧　
�

邊
見
亢
氏
所
蔵　

鉛
筆
書
き
ノ
ー
ト
（
部
分
）�

 

※　

✓
「
・
・
」　

挿
入
部
分

　
　

�
特
ニ
参
考
書
類
ハ
✓「
累
代
」往
古
石
楯
尾
神
社
ノ
神
官
✓「
軍

多
利
日
向
介
」
多
ノ
基
成
ノ
✓
「
末
孫
」
末
流
足
柄
下
郡
下
曽

我
明
神
故
神
官
尾
崎
八
束
氏
祖
佐
ノ
川
村
石
楯
尾
神
官
タ
リ
シ

当
時
ヲ
確
証
ス
ル
所
蔵
ノ
モ
ノ
ナ
リ

　

邊
見
氏
も
あ
る
い
は
「
熊
勝
」
の
名
で
小
沢
明
神
社
（
現
、
宗
我
神
社
）

の
神
主
を
務
め
た
人
物
に
関
心
を
向
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小
沢
明
神

社
は
代
々
「
尾
崎
」
氏
が
神
主
を
務
め
、
小
説
家
の
尾
崎
一
雄
は
そ
の
孫

で
あ
っ
た（

（3
（

。
ノ
ー
ト
に
あ
る
尾
崎
八
束
は
尾
崎
一
雄
の
父
で
あ
り
、
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
が
皇
學
館
大
學
で
教
鞭
を
執
っ
た
人
で
も
あ
っ
た
。
尾

崎
氏
は
吉
田
家
の
門
流
で
あ
る
が
、
白
川
伯
家
の
も
と
で
地
位
を
築
い
た

軍
多
利
日
向
介
改
め
岩
村
源
馬
と
、
こ
の
小
沢
明
神
社
の
神
主
熊
勝
の
関

係
は
、
今
後
明
ら
か
に
で
き
る
史
料
と
出
会
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
史
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
五
所
八

幡
宮
宮
司
中
村
昭
彦
様
、
佐
野
川
の
邊
見
和
志
様
に
改
め
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
邊
見
和
志
様
は
御
父
様
よ
り
受
け
継
い
だ
佐
野
川
と
石

楯
尾
神
社
に
関
わ
る
貴
重
な
史
料
を
今
後
の
学
問
の
た
め
に
と
御
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
御
芳
志
に
お
応
え
で
き
る
活
用
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

注（
１
）	『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
基
本
的
に
雄
山
閣
版　

大
日
本
地
誌
大
系
㉓
第
五
巻　

一
九
九
八
年　

を
用
い
る
。

（
２
）	

佐
藤
誠
夫
「
神
社
縁
起
に
見
る
佐
野
川
」『
ふ
じ
の
町
史
研
究
誌
』
第
１
号　

藤

野
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会　

一
九
九
〇
年
所
収

（
３
）	

小
川
良
一
「
佐
野
川
・
名
倉
石
楯
尾
神
社
論
争
考
」『
城
山
風
土
記
』
第
四
号
─

歴
史
・
民
俗
編
─　

城
山
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
六
年
所
収

	

論
社
に
つ
い
て
は
式
内
社
研
究
会　

編
『
式
内
社
調
査
研
究
─
第
11
巻　

東
海
道

６
─
』
皇
學
館
大
學
出
版
部　

pp.86-88
	

『
式
内
社
調
査
研
究
』
は｢

所
在｣

・｢

論
社
考
證｣

に
お
い
て
石
楯
尾
神
社
の
論

社
を
７
社
あ
げ
て
い
る
。
相
模
原
市
緑
区
佐
野
川
・
名
倉
・
大
島
、
南
区
磯
部
、

大
和
市
下
鶴
間
、
座
間
市
座
間
入
谷
、
藤
沢
市
鵠
沼
神
明

（
４
）	『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
十
一
巻　

東
海
道
５　

皇
學
館
大
學
出
版
部　

一
九
七
六
年　

pp.83-89

（
５
）	

右
掲　

注
３　

小
川
論
文

（
６
）	

近
世
期
の
佐
野
川
村
の
デ
ー
タ
『
藤
野
町
史
』
資
料
編
上 pp.171-172

、pp.179-
207

、pp.207-216

、
佐
藤
才
兵
衛
家
の
横
浜
出
店
『
藤
野
町
史
』
資
料
編
上

pp.604-606

（
７
）	

近
世
期
の
佐
野
川
の
地
域
呼
称　
『
藤
野
町
史
』
通
史
編　

p.272

（
８
）	

倉
子
峠
の
松
尾
芭
蕉
・
各
務
支
考
句
碑
『
藤
野
町
史
』
資
料
編
上　

pp.604-606
（
９
）	『
邊
見
和
志
家
文
書
』
軍
多
利
日
向
介
自
筆
由
緒
・
縁
起
の
断
簡

（
10
）	
貫
達
人　

編
『
改
訂
新
編
相
州
古
文
書
』
第
五
巻　

角
川
書
店　

一
九
七
〇
年　

pp.166-169　
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（
11
）	

近
藤
喜
博　

編
『
白
川
家
門
人
帳
』
白
川
家
門
人
帳
刊
行
会　

清
文
堂
出
版
株
式

会
社　

一
九
七
二
年

（
12
）	

軍
多
利
日
向
介
の
『
仮
書
』
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
戊
戌　

神
奈
川
県
足
柄
上

郡
中
井
町
遠
藤　

五
所
八
幡
宮
所
蔵　

タ
テ
三
二
㎝
×
ヨ
コ
四
五
㎝

（
13
）	『
川
勾
神
社
日
記
』（
二
）
二
宮
町
史
資
料
叢
書
４　

二
宮
町　

一
九
九
三
年　

川

勾
神
社
は
二
宮
町
に
鎮
座
し
、
相
模
国
二
宮
、
延
喜
式
内
社

（
14
）	『
吉
村
毅
家
文
書
』
神
奈
川
県
立
公
文
書
館　

寄
託　

資
料
群
Ｉ
Ｄ
九
二
〇
〇
四

三
〇
〇
七
二

（
15
）	『
邊
見
和
志
家
文
書
』
厳
父
、
故
、
邊
見
亢
氏
は
旧
藤
野
町
文
化
財
保
護
委
員

（
16
）	『
吉
村
毅
家
文
書
』
資
料
群
Ｉ
Ｄ
二
二
〇
〇
四
四
五
四
一
三

（
17
）	『
吉
村
毅
家
文
書
』
資
料
群
Ｉ
Ｄ
二
二
〇
〇
四
四
五
四
一
七

	

こ
こ
で
は
佐
野
川
村
で
進
退
し
て
い
た
が
管
理
が
で
き
て
い
な
か
っ
た｢

三
国
山

本
宮
狭
野
皇
社
同
所
南
方
軍
荼
利
社｣

を
軍
多
利
日
向
介
に
ま
か
せ
、
し
か
も
日

向
介
の
名
は｢

蚕
山
赤
沼
権
頭｣

と
し
て
人
別
帳
に
載
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天

保
六
年
に
村
に
断
り
も
な
く
白
川
伯
家
に
願
っ
て｢

石
楯
尾
神
社
神
主
軍
荼
利
日

向
介
与
申
名
御
免
し
ヲ
請｣

け
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）	『
白
川
家
門
人
帳
』p.176

（
19
）	

前
掲
、
小
川
論
文
に
引
用
（
小
川
論
文
は　

小
泉
輝
三
朗
『
檜
原
・
ふ
る
さ
と
の

覚
書
』
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会　

一
九
八
〇
年　

pp.78-79　

の
誤
読
と
思
わ
れ

る
部
分
を
直
し
た
う
え
引
用
）

（
20
）	『
平
塚
市
史
』
な
ど
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
白
川
伯
家
か
ら
何
ら
か
の
許
状
を
受
け

る
場
合
は
白
川
伯
家
関
係
者
か
ら
の
推
挙
と
、
と
こ
ろ
の
領
主
（
そ
の
担
当
者
）

の｢

添
状｣

（
添
翰
）
を
必
要
と
し
た
。

	

史
料N
o.143-145

『
平
塚
市
史
』
資
料
編
４　

近
世
３　

pp.398-399　

一
九
八
四

年

（
21
）	『
二
宮
町
史
』
別
編　

寺
社
金
石
文　

史
料N

o.131　

pp.241-243

（
22
）	『
川
勾
神
社
日
記
』（
二
）p.164

（
23
）	

ほ
か
に
も
前
掲
注
20
『
平
塚
市
史
』
の
陶
山
豊
後
関
係
の
文
書
に
は
同
じ
天
保

十
二
年
の
八
月
に
陶
山
豊
後
を
め
ぐ
る
争
論
で
領
主
の
小
林
十
郎
左
衛
門
が
い
き

さ
つ
を
上
申
す
る
文
書
が
あ
る
。
そ
こ
で
小
林
は｢

一
昨
亥
年
白
川
神
祇
道
触
頭

軍
多
利
日
向
介
与
申
者
知
行
所
江
罷
越
・
・
・｣

と
書
き
始
め
て
陶
山
豊
後
が
開

村
し
た
軍
多
利
日
向
介
に
よ
っ
て
白
川
伯
家
の
門
人
に
取
立
て
ら
れ
た
い
き
さ
つ

を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
日
向
介
が｢

旧
記
に
あ
る｣

こ
と
を
根
拠
に
中
絶
し
て
い
た
旧
神
主
の
係
累
を
訪
ね
だ
し
、
百
姓
彦
右
衛
門
を

神
職｢

陶
山
豊
後｣

に
し
た
、
と
い
う
下
り
で
あ
る
。
中
絶
し
て
い
た
神
社
の
再

興
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
ち
出
し
て
神
職
の
い
な
か
っ
た
い
な
か
の
神
社
に
地

元
百
姓
か
ら
白
川
伯
家
門
人
の
神
主
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
軍

多
利
日
向
介
自
身
の
立
身
の
経
緯
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

	

史
料N

o.146

『
平
塚
市
史
』
資
料
編
４　

近
世
３　

pp.399-403　

一
九
八
四
年

（
24
）	『
川
勾
神
社
日
記
』（
二
）pp.191-193

（
25
）	

岩
村
源
馬
の
名
乗
り
は
、『
風
土
記
稿
』
に
あ
る
彼
の
系
譜
の
先
祖
の
名
に
あ
る
。

（
26
）	『
川
勾
神
社
日
記
』pp.342-343

（
27
）	『
白
川
家
門
人
帳
』p.189　

こ
こ
で
は
軍
多
利
日
向
介
改
め
岩
村
源
馬
が
元
治
元

年
の
禁
門
の
変
の
京
都
大
火
で
白
川
伯
家
を
見
舞
う
書
翰
の
内
容
と
、「
岡
田
刑

部
・
矢
嶋
雅
樂
」
の
二
名
が
廻
村
先
で
「
風
聞
不
宜
候
」
な
ど
と
非
難
し
、「
御

本
殿
之
御
称
号
ヲ
汚
可
申
」と
ま
で
表
現
し
て
い
る
追
伸
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）	『
吉
村
毅
家
文
書
』資
料
群
Ｉ
Ｄ
二
二
〇
〇
四
四
五
四
三
二
、三
三
に
は
明
治
二
年
、

軍
多
利
日
向
介
が
姿
を
消
し
て
久
し
い
佐
野
川
村
が
管
轄
の
韮
山
県
に
宛
て
、
佐

野
川
の
石
楯
尾
神
社
を｢

式
内
之
社｣

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
29
）	『
川
勾
神
社
日
記
』p.234

、p.269
（
30
）	『
吉
村
毅
家
文
書
』

	
資
料
群
Ｉ
Ｄ
二
二
〇
〇
四
四
五
四
一
六
、一
八
、五
五
二
四
に
は
石
楯
尾
神
社
が
浄

禅
寺
を
別
当
と
し
て
存
在
し
て
い
た
書
き
方
。
二
二
〇
〇
四
四
五
四
一
五
で
は
大

通
寺
を
社
務
と
表
現
し
て
い
る
。
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（
31
）	
史
料N

o.170-171

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
１　

資
料
編　

古
代
・
中
世
・
近
世
（
上
）

pp.611-612

（
32
）	『
藤
野
町
史
』
通
史
編　

pp.439-446

（
33
）	『
藤
野
町
史
』
通
史
編　

pp.190-192

（
34
）	

藤
野
町
文
化
財
保
護
委
員
会
『
藤
野
町
の
神
社
と
寺
院
』
藤
野
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
二
年　

pp.28-30

（
35
）	

石
楯
尾
神
社
と
同
じ
相
模
国
の
十
三
座
の
延
喜
式
内
社
で
あ
る
寒
川
神
社
が
鎮
座

す
る
寒
川
町
の
町
史
編
纂
に
お
い
て
、
寒
川
町
文
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

収
め
ら
れ
た
菊
地
基
泰
家
文
書
中
に
そ
の
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
す
る
。『
延
喜
式
内

十
三
社
相
摸
國
鎮
守
神
』
と
題
さ
れ
た
木
板
刷
り
の
神
号
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
一

覧
の
枠
外
に｢

天
文
之
古
板
破
滅
ニ
付
天
保
二
年
再
板　

石
楯
尾
神
社
神
主
軍
多

利
日
向
介
基
成｣

と
刷
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
36
）	『
川
勾
神
社
日
記
』p.225

、pp.237-238
、p.269

、p.340

、p.342

『
川
勾
神
社
日

記
』p.225

（
37
）	

岩
村
都
麿　

軍
多
利
淡
路
『
白
川
家
門
人
帳
』pp.178-179　

両
者
と
も
上
古
沢

村
五
頭
稲
荷
社
の
社
務
と
祠
官
。
軍
多
利
淡
路
は｢
太
基
延｣

の
名
乗
り
を
添
え

て
い
る
。｢

太｣

は｢

多｣

に
通
じ
、｢

基
延｣

の｢

基｣
は
、｢
基
續｣

、｢

基
信｣

、

｢

基
治｣

、｢

基
成｣

と
、軍
多
利
日
向
介
之
代
々
の
通
字
に
あ
ら
わ
れ
る
字
で
あ
る
。

（
38
）	

神
奈
川
県
図
書
館
会
郷
土
資
料
編
集
委
員
会　

編
『
神
奈
川
縣
皇
國
地
誌
殘
稿
』

下
巻　

神
奈
川
県
立
図
書
館　

一
九
五
九
年　

pp.51-54
	

『
皇
国
地
誌
残
稿
』
に
よ
れ
ば
、
皇
国
地
誌
編
纂
当
時
の
神
主
は
尾
崎
基
廣
。
尾

崎
一
雄
の
系
譜
ま
で
は
調
べ
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
あ
る
い
は
熊
勝
は
こ
の
基
廣

に
あ
た
る
か
。

	

尾
崎
一
雄
『
わ
た
し
の
履
歴
書　

文
化
人
５
』
所
収　

一
九
八
三
年　

日
本
経
済

新
聞
社

	

尾
崎
一
雄
『
父
祖
の
地
』
尾
崎
一
雄
全
集　

第
１
巻
所
収　

一
九
八
二
年　

筑
摩

書
房


